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広告�

　大阪市には舞洲と長居の2ヶ所に障害者スポーツセン

ターがあります。今回取材したのは長居公園の中の一番

西よりにある『長居障害者スポーツセンター』。�

　センターに入るとロビーは利用者でいっぱい。この日

はリズム体操の教室が開

かれるということでまず

は体育室へ。こちらで開

催される教室は原則とし

て予約は必要ありません。

フロアーでは障害の程度

も年齢も様々の人がリズムに合わせて体を動かしてい

ます。次はボウリング室へ。重いボールを持てない人で

もスロープの付いた可動式の台が設置してあり、この上

にボールを載せ、少しの力を加えるだけでボウリングを

楽しむことが出来ます。�

　このセンターのなかでも一番人気だったのがプール。

プールサイドには幅の広いスロープがあり車椅子のまま

でもプールの中へ入ることができます。ベッドを備えた

個室の脱衣場があるのは付き添いの人のことも考えて

のことです。ほかにも卓球室や屋外運動場がありますが、

すべての障害者に配慮した設備やルールがあり、自分に

あった方法でスポーツが楽しめるようになっています。�
�

　案内をしていただきながら、センターの小林課長から

お話を伺いました。こちらではひとりで来た人でも安心し

て利用でき、さらに仲間づくりができる場所を目標にして

いるということです。そのため施設面の充実に加え、

利用者とのコミュニケーションを

重視しています。またクラブ・サーク

ルの案内掲示板、教室で作成した作

品の展示などもそこここに。職員が

常にその場に合った方法を考え、実行に移しています。

これがオープン以来利用者が増え続けている理由のひ

とつでしょう。�

　最後に強調しておられたこと。障害者にとってはこの

施設があるからそれでいいということではけっしてない

のです。社会全体がバリアフリーになること、それが

理想です！�

（文・写真/ミズ・プランニング 梅木智子）�
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 ☆使用に際しては障害者手帳の提示が必要となります。�
�

　住 所 大阪市東住吉区長居公園1番32号�
　電 話 06-6697-8681　　ＦＡＸ 06-6697-8613�
　アクセス　  地下鉄御堂筋線「長居」下車　北へ�
　　　　　　 JR阪和線「長居」下車　東へ�
　　　　　　 市バス「長居駅」下車　北へ�
　詳しくは　  HP(http://www11.ocn.ne.jp/̃nagaissc/)




